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ビザンティン貴族詩篇写本（ボドリアン図書館所蔵バロッチ 15番）について

はじめに

　旧約聖書諸本を収録したあらゆるビザンティン写
本のうち、最も多数を占めるのは詩篇写本である⑴。
オックスフォード大学ボドリアン図書館が所蔵する
詩篇写本バロッチ 15番⑵（以下当写本）は、fol. 
36v以降のパスカル・テーブルにより制作年
（1104/5年）が判明する数少ないビザンティン詩篇
写本の一つである。その挿絵は《パリ詩篇》（10世
紀）に代表されるいわゆる貴族詩篇グループに属す
るものであるが、カトラー⑶、スパタラキス⑷、フッ
ター⑸らの先行研究では最低限のディスクリプショ
ンが行われた程度で、図像の詳細な分析は未だ成さ
れていない。本論文ではまず筆者がボドリアン図書
館で当写本を 2度にわたって実見調査した際の観
察結果をもとに、当写本の概要を述べたのち、主要
な挿絵の図像学的な分析を行う。最後に、当写本と

制作年代が近似し、挿絵の内容も類似する 3写本を
挙げ、当写本を含めた 4写本を研究する意義を述べ
る。なお、本稿における詩篇の番号と内容は七十人
訳聖書に基づく。

写本概要

　当写本は 394フォリオからなる。縦 15.5cm、横
10.5–11.5cmとビザンティン写本としては小型であ
り、貴族詩篇としても小ぶりのサイズである⑹。た
だし、後述するギリシア数字のクワイア・ナンバー
の下端が不自然に切れているフォリオ（64r, 72r, 
80r, 128r, 184r, 192r）があるので、本来はもう少し
大きな写本だったと思われる。現在は茶色い革で装
丁され、天・地・小口の部分に赤い十字架や円形な
ど幾何学的な文様が描かれている（図 1）。本文は
ミナスキュール体で、1コラム 16行に書かれる。
コロフォンはないものの、fol. 36v以降に開始年
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1104/5年、終了年 1139/40年のパスカル・テーブル
がある。通常、パスカル・テーブルの開始年もしく
は直後の年が写本の制作年とされるため、当写本も
1104/5年に制作されたものと云える。テクストの
主要部分は詩篇と頌歌が占める。fol. 342vをはじ
め、複数のフォリオの余白にギリシア語による後代
の書き込みが見える。詳細な内容は以下の通りであ
る（ゴシック体は挿絵）。

fols. 1r–9v：カイサリアのバシリオス、『詩篇講
話』（CPG⑺ 2836）
fols. 9v–11v：キロスのテオドレトス、『詩篇注解』
（CPG 6202）
fols. 11v–14v：περὶ τῶν ὑποθέσεων τῶν ἀναβαθμῶν.
fol. 14v–15v：Περὶ τῆς ἐκθέσεως τῶν ψαλμῶν.
fols. 15v–17v：ヨシポス『記憶の助け』（PG 106: 
15–176）
fols. 17r–19r：τίνες ἡρμήνευσαν τὸ ψαλτήριον καὶ 

πόσοι καὶ πότε;
fol. 19r–19v：ἑρμηνεία τοῦ διαψάλματος.
fol. 20r–21v：Τί ἐστὶ ψαλτήριον καὶ τί ἐστι δεκάχορδον 

ψαλτήριον.
fols. 22r–28r：コスマス・インディコプレウステ
ス『詩篇序文』
fols. 28r–30r：λόγος περὶ θεολογίας.
fols. 30r–33v：ἑτερα ὑπόθεσις περὶ πίστεως.
fol. 33v：パスカル・テーブル序
fols. 34r–35v：パスカル・テーブル
fol. 36v：パスカル・テーブルへの註釈
fols. 36v–39r：パスカル・テーブル

fol. 39v：ダヴィデの肖像⑻（全頁大）
fols. 40–195v：詩篇 1–76
fols. 196r–342v：詩篇 77–151
fol. 343r：ダヴィデとゴリアテの闘い・斬首され
るゴリアテ⑼（全頁大）
fol. 343v：紅海渡渉・溺れるエジプト軍⑽（全頁大）
fols. 344r–378v：頌歌
fols. 378v–380v：エオティノン讃歌
fols. 381r–391v：様々な月、パスハ、時課の計算
への解説
fols. 391v–394v：イエス・キリストへの祈りの解説
　なお、当写本のフォリオのナンバリングは、fol. 
13vの右上で「23」から開始する茶インクのアラビ
ア数字のもの⑾と、fol. 1rの右上で「1」から開始
する鉛筆書きのアラビア数字のものとがあるが、本
稿では後者を採用する。ただし、なぜか fol. 8と
fol. 9が同一のフォリオに纏めて fol. 8–9というナ
ンバリングをつけられており、ボドリアン図書館の
オンライン・サービスもこのナンバリングに従って
いる。また、fol. 40rから fol. 192rまで、1クワイ
アごとにギリシア数字で 1（α）～20（κ）までのク
ワイア・ナンバーがフォリオの左下端に書き込まれ
ている。40フォリオ目からクワイア・ナンバーを
記載するというのは奇妙であるが、このフォリオか
ら詩篇の本文が開始するので、おそらくテクストを
書写する際に fol. 40r–fol. 192rまでが一まとまりと
して写字生に与えられたと考えられる。しかし 20
とナンバリングされたクワイアの最終頁にあたる
fol. 199vに書かれているのは全詩篇のちょうど中
間にあたる詩篇 77（78）29節の途中まで⑿であり、
クワイアの開始箇所と異なって切りの悪い場所で終
わっている。また、次の fol. 200rから筆蹟が違っ
ているようにも見えない。いずれにせよ、当写本全
体を一人の写字生が担当したのではなく、何名かの
写字生に任意のクワイアが配られて制作が進められ
ていた過程がうかがえる。そうであれば、このクワ
イア・ナンバーは写字生が独自に書き込んだもので
あるかもしれない。
　当写本はヴェネツィアの数学者フランチェスコ・
バロッツィ（Francesco Barozzi, 1537–1604）とその
甥にして後継者のヤコポ・バロッツィ（Jacopo 
Barozzi, 1562–1617）が形成したコレクションに旧
蔵されていた。その後、ヘンリー・フェザーストー
ンなる者が全 244写本からなるバロッツィ・コレ

図 1　バロッチ 15番、地部分の文様
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クションを購入し、これを 1628/29年にロンドン・
ハウスに預託した。最終的に、第 3代ペンブルック
伯ウィリアム・ハーバートがバロッツィ・コレク
ションを買い上げ、1629年にオックスフォード大
学に寄贈し、現在に至る⒀。なお、理由は不明なが
ら旧蔵者の姓である Barozziは今日ボドリアン図書
館におけるコレクション名としては Barocciと表記
されている。

挿絵

　以下、当写本の挿絵について詳述する。なお、「詩
篇 1篇」のテクストの直前にはヘッドピース、「バ
シリオスによる詩篇序文」、「詩篇 77篇」、「第一頌
歌」にはそれぞれ直前に帯状ヘッドピースが描かれ
ているが、いずれも植物文である上に人物像を含ま
ないため、本稿では考察から除く。

「ダヴィデの肖像」（fol. 39v、図 2）
　当写本のフロンティスピースである。金地にオレ
ンジ、青、紫、緑の双葉形のモチーフが繰り返され
る豪華な枠は、モザイク装飾を思わせる。枠の底辺
の両側には、植物文様が加えられている。赤い下塗
りに金箔を置いた背景の上に、ダヴィデ、聖母子イ

コン、建築物などが描かれている。ダヴィデは王冠
を被り、赤いディヴィティシオンの上に青いマント
を纏い、髯をたくわえた皇帝の出で立ちで表されて
いる。ダヴィデの顔はほとんど剝落してしまってい
るが、目鼻や口の下描きが見えており、右手にある
聖母子イコンに視線をやっているように見える。手
に開かれた冊子本を持っているが、開かれたフォリ
オの部分には何も書かれていないようである。ビザ
ンティンの伝統においてダヴィデは預言者の一人に
数えられ、《シノペ福音書》（フランス国立図書館、 
Supplément grec 1286、6世紀）⒁などではは預言者
のアトリビュートである巻子本を手にした姿で描か
れるが、詩篇の挿絵においては通例巻子本ではなく
冊子本を手にする。これは、ダヴィデの詩篇の著者
としての性格を強調するためであろう。実際、この
挿絵と向かい合うフォリオから詩篇が開始するた
め、このダヴィデは著者肖像を兼ねているのであ
る。写本を手にした皇帝の装いのダヴィデは貴族詩
篇におけるダヴィデの肖像として典型的であり、ベ
ルリン大学、Abteilung für christliche Archäologie 
und kirchliche Kunst, cod. 3807など多くの作例に見
いだせる⒂。ところが、当写本の fol. 39vは単なる
ダヴィデの肖像ではなく、聖母子イコンを拝するダ
ヴィデである。赤い線で囲われた聖母子イコンは、
やはり顔の部分が剝落してしまってはいるが、左手
で幼子を示すマリアと母に手を伸ばすキリストの仕
種から、デクシオクラトゥーサ型であると知れる。
当然、ダヴィデの時代にマリアもキリストもまだ現
れてはいないので、ここではある種のアナクロニズ
ムが起きているのである。このように、ダヴィデ単
独ではなく聖母子イコンを伴うダヴィデの著者肖像
を有するのは 54冊⒃ある貴族詩篇のなかでも当写
本のみである。類似するものとして、ハーヴァード
大学ヒュートン図書館ギリシア語 3番 fol. 8vの
「デイシス」の左端に小ぢんまりとダヴィデが描か
れた例がある（図 3）。
　さらに注目したいのが、当フォリオのダヴィデが
冊子本を手にしている点である。写本のジャンルは
異なるが、《テオファニス福音書》（メルボルン、ナ
ショナル・ギャラリー・オブ・ヴィクトリア、Fel-
ton 710/5、1125–1150年ごろ⒄）の fol.1vには制作
者の修道士テオファニスが福音書を聖母子に献呈し
ている場面が描かれている（図 4）。先に挙げた
ヒュートン図書館ギリシア語 3番 fol. 8vではダ図 2　ダヴィデの肖像
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ヴィデは冊子本ではなく巻子本を手にしているとこ
ろを見ると、当写本の場合、ダヴィデは単に聖母子
イコンの傍らに立っているのではなく、自ら著した
詩篇を聖母子に献呈していると解釈した方が妥当な
のではないだろうか。
　ダヴィデの背後には背の高い建築物、画面右には
ドームらしき構造を持つ建築物がある。後者は聖堂

であろうか。ダヴィデと聖堂の間には紫の屋根を頂
くアーケードがあり、アーチの内側には木々が描か
れている。アーケードはダヴィデの背後にある建物
と聖堂を繋ぐ通

コリドー

廊であるようにも見える。このアー
ケードの真下、つまりダヴィデの右足下は絵具の剝
落が激しく、何が描かれていたのか判然としない。
カトラーはもし寄進者像があったとしたらここに描
かれていたはずと述べる。たしかに先述のハー
ヴァード大学所蔵詩篇のフロンティスピースにはプ
ロスキニシスのポーズをとりキリストの足に触れる
寄進者が描かれているが、当写本では少なくともダ
ヴィデの立つ足台周辺には寄進者の手が見えず、右
側の建築物の階段左下などにところどころ青い絵具
が残るのみである。
　ダヴィデの頭上に ὁ προ(φ)ήτης δα(υὶ)δ（預言者ダ
ヴィデ）、聖母子イコンの上部に μή(τη)ρ θ(εο)ῦ （神
の母）の銘文がそれぞれ白い絵具で書かれている。

「ダヴィデとゴリアテの闘い・斬首されるゴリアテ」
（fol. 343r、図 5）
　金地の枠を上下二段に分け、上段にダヴィデとゴ
リアテの闘い、下段に斬首されるゴリアテを表す。
カトラーは「四隅に退化した植物文様のある金地の
外枠と、同じ色の内枠⒅」があると言っているが、
筆者が実見した結果そのように見えているのは
343vの外枠の絵具が滲み出したものであると判明
した。したがって、カトラーが主張する左外枠と左
内枠の間に空いた奇妙な 5mmの隙間というものは
存在しない。
　本挿絵の直前の fols. 342r–342vには詩篇 151篇
が書かれている。詩篇 151篇はマソラ本文には含
まれないが、七十人訳聖書の多くの写本に存在す
る⒆。内容はダヴィデが自らの王位継承の経緯と
「ペリシテ人」（ゴリアテ）を討ち取ったことを語る
ものであり、その題書きには「この詩篇は、本編に
含まれないとはいえ真にダヴィデの手になり、ゴリ
アテとの一騎打ちの際に作られた⒇」とある。つま
り、この上下二段の挿絵は詩篇 151篇の挿絵とし
て機能しているのである。ダヴィデとゴリアテの闘
いとその後ダヴィデに首を斬られるゴリアテは貴族
詩篇においては珍しい挿絵ではなく、どちらか一方
のエピソードの挿絵を含む貴族詩篇は、全 58写本
中 23写本と半数近くを占める。ダヴィデとゴリア
テの闘いは列王書第一（サムエル記上21）に初出す

図 3　「デイシス」、ヒュートン図書館ギリシア語 3番

図 4　  「聖母に福音書を献呈するテオファニス」、《テオ
ファニス福音書》
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るエピソードであり、詩篇ではこの 151篇を除い
ては言及されていない。列王書第一自体ではサムエ
ルによって塗油されたベツレヘム出身のダヴィデが
王権を手に入れる顚末が語られており、「イスラエ
ルからこの屈辱を取り除く者22」（17: 26）や「僕は
父の羊を飼う者です」（17: 34）など、ダヴィデを
救世主の予型と解釈できる文言が多く登場する書で
ある。ゴリアテとの決闘は、物語上のクライマック
スであるだけでなく、ダヴィデがサウル王から大金
と王女を下賜され、かつ父エッサイ──その血筋か
ら後にキリストが出る──の家に「イスラエルにお
いて」特典が与えられる契機となったという点で、
救済史上極めて重要な事件である。
　挿絵であるが、ダヴィデとゴリアテの背後にはそ
れぞれピンク色の山と青い山が聳え、二人の間の背
景には深い峡谷ができている。これは列王書第一の
「異邦人ども23は一方の山に、イスラエルびとは谷
を挟んでもう一方の山に陣取った」（17: 3）という
記述に合致する。画面が単調になるのを避けるため
か、上段と下段では左右の峰の色が入れ替わってい
るほか、下段では右側にもう一つ峰が出現してい
る。また、ゴリアテの出で立ちも「頭に兜をかぶり、
鎖帷子で武装し［……］脚には青銅の脛当てを、そ

して肩の間には青銅の盾を身に着けていた」（王一
17: 5–6）にほぼ一致する。ゴリアテの盾や剣の鞘
には偽クーフィー体様の文様が入っている。白い線
で表されたニンブスをつけられたダヴィデは上半身
を捩ってゴリアテの方を振り返っており、その石投
げには未だ 3つの石らしきものが入っている。ダ
ヴィデの左手は襟巻に完全に覆われている。こうし
たダヴィデとゴリアテのポーズに近い最古の先行作
例として、1902年にキプロス島で出土した銀製の
皿が挙げられる（図 6）。7世紀の制作と考えられ
るこの皿と、後の詩篇写本挿絵における「ダヴィデ
とゴリアテの闘い・斬首されるゴリアテ」図像との
関連はヴァイツマンが既に論じている24。ただし、
相違点もある。当写本の上段のゴリアテは投げ槍を
もはや背負ってはおらず、まさにダヴィデに向けて
投擲した瞬間が描かれている。また、キプロス銀皿
におけるゴリアテの左腕は完全に盾に隠れていて見
えないが、当写本では左腕が露出しており、盾の裏
側が見えている。とはいえ、裏側であるにも拘らず
キプロス銀皿の盾の表側と同様の文様が描かれてい
る25。下段の斬首されるゴリアテの身体の向きも、
キプロス銀皿と当写本では異なっている。こうした
細かな相違点にまで目を向けると、むしろ現存する
最古の貴族詩篇である《パリ詩篇》（フランス国立
図書館、cod. gr. 139、10世紀）fol. 4vの方が当写
本に近い。ただし、《パリ詩篇》ではまだ描かれて
いたゴリアテの盾持ちや「ディナミス（力）」と「ア
ラゾニア（傲慢）」の擬人像26などは当写本では姿

図 5　「ダヴィデとゴリアテの闘い・斬首されるゴリアテ」

図 6　  「ダヴィデとゴリアテの闘い・斬首されるゴリア
テ」、キプロス島出土の銀製皿、メトロポリタン
美術館
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を消しており、より単純化された段階に入っている。
　この挿絵で不可解なのは銘文である。といって
も、fol. 39v同様白い絵具で書かれ、オリジナルの
銘文と思われる上段の ὁ Δα(υὶ)δ / ὁ Γολιὰδ27（ダ
ヴィデ／ゴリアテ）と下段の ὁ Δα(υὶ)δ θύων Γολιάδ28

（ダヴィデがゴリアテを殺す）には特に問題はない。
問題は、挿絵上部の欄外に後の手によって加えられ
た δοιδαστακαλὸς παχὸν μριαςという茶インクの銘で
ある。この銘文についてはカトラーが意味不明であ
るとして解読を断念している29が、実見すると最後
の 1単語の摩耗が激しく、判別がつかない。ただし、
最後の 1単語を別にしても、δοιδαστακαλὸς παχὸνと
いう 2単語は今のところどのような辞書にも見当
たらない。さらに、上段の ὁ Δα(υὶ)δ / ὁ Γολιὰδの間
に、オリジナルの銘文を無視するかのような大きな
文字で εἱς ἅγονとある。これも茶色のインクで書か
れているが、δοιδαστακαλὸς παχὸνとは手が異なるよ
うに見える。

「紅海渡渉・溺れるエジプト軍」（fol. 343v、図 7）
　「ダヴィデとゴリアテの闘い・斬首されるゴリア
テ」と同一フォリオのヴェルソに描かれており、青
い植物文様状の枠を有する。しかし、これは恐らく
銀が酸化した結果青色に見えているものと思われ

る。後述するようにこの外枠がモーセの右手に一部
重なっている点と、外枠と同じ色の絵具が fol. 394r
のテクストの上に不用意な染みを作っている点か
ら、外枠は後の手によって追加された可能性が高
い。なぜこの挿絵にのみ銀の外枠が付加されたのか
定かではない。
　fol. 343v前後の羊皮紙は極めて薄く、外枠の下塗
りの赤い顔料が fols. 342v, 343rに裏写り30してい
る。枠内上段に紅海渡渉、下段に溺れるエジプト軍
を配する。カトラーは枠上部に「より古い枠の一部
と、消えかかった銘文」を観察した31が、fol. 344r
の帯状ヘッドピースの一部および銘文と大きさや位
置が一致するため、単なるオフセットと思われる。
次葉から始まる第一頌歌（テクストは出エジプト記
15:1–19）が別名「モーセの第一頌歌」であり、紅
海渡渉の際にモーセが神を讃えた歌であるので、本
図はその挿絵と知れる。上段に ἰ(σρα)ὴλ νικη[......]

（イスラエルの勝利）、下段に αἰγυπτιῶν βύθιcιc（エ
ジプト人の浸水）の銘がそれぞれ白い絵具で入る。
　上段は、紅海渡渉の一場面である。子どもを抱い
た女を先頭に、イスラエル人が火の柱に導かれて水
の引いた紅海と思しき大地を渡っている。挿絵だけ
を見るとまるで白昼の出来事のようだが、火の柱は
夜の間人々を導いた（出 13:21–22）とあるので、
これは紛れもなく夜間の場面である。火の柱の上に
は青い天穹があり、神の右手が見えている。若い容
貌のモーセは左手を少し挙げ、人々を先導するので
はなく彼らの後ろに立ち、うっすらと白いニンブス
の輪郭が見える。人々はみなモーセの方を振り返
り、彼らとモーセの間には不自然なほどの空間が開
いている。写本挿絵に限らず、他の紅海渡渉の図像
を見ると、モーセがイスラエル人の殿を務めている
ときは、例外なく杖を用いて紅海に再び水を戻して
いる場面である。「紅海渡渉」にはモーセが人々の
先頭に立っている図像と、最後尾に立つ図像とがあ
り、後者はローマのヴィア・ラティーナのカタコン
ベの墓室 Cおよび O32（4世紀ごろ）など早い時期
から作例が散見される。この 2つの作例は「紅海渡
渉」、もしくは渡り終えた場面を水平方向に展開し
ており、こうしたレイアウトはドゥーラ・エウロポ
スの壁画や後のモーセ八大書の挿絵にも見受けられ
る。ところが、同じくローマのサンタ・サビーナ聖
堂木彫扉（5世紀）のパネルの一つには、紅海を渡
り終えたイスラエル人と海に呑まれるエジプト軍が図 7　「紅海渡渉・溺れるエジプト軍」
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縦形の画面に収まるように配置されている33。これ
に類似する構図が《パリ詩篇》fol. 419v（図 8）や
ヴァティカン聖使徒図書館 cod. gr. 342（11世紀）
fol.246v34で採用されている。この時点ではイスラ
エル人と紅海が縦に重なっているとはいえ、完全に
区画を二段に分けた構成にはなっていない。11世
紀後期から 12世紀初頭にかけての作と推定される
ベルリン 3807番では既に当写本と同様の二段構成
を採っている35（図 9）。この横方向の画面から縦
方向の画面への変遷は、ヴァイツマンが七十人訳聖
書の挿絵全般に見られると観察した「重ねられた 2
つの帯状画面が 1つの場面に、もしくは 2つのう
ち 1つのみが選択されて全頁大挿絵となった36」と
いう傾向と合致するのではないだろうか。これらの
二段構成の「紅海渡渉」では、決まってモーセが紅
海を閉じている場面が描かれているので、やはり当
写本の場合もそうであろうと考えられる。人々が
モーセの方を振り返っているのは、実はモーセでは
なく画面下部の海に水が戻り、エジプト軍が溺れて
いる様子を見ているのかもしれない。ヴィア・ラ
ティーナのカタコンベやサンタ・サビーナ聖堂木彫
扉、ローマのサンタ・マリア・マッジョーレ聖堂身
廊モザイクなど、古い作例ではモーセが今しがた閉
じた紅海の様子を見ようと振り返るイスラエル人が
描かれていることが多い。
　しかし、説明のつかない点が 3点ある。まず、紅
海を閉じる際に必須のはずの杖をモーセが右手に
持っていない点である。これについては、外枠が後

補であるためなのであろうが、外枠が不用意にも
モーセの右手を切断してしまっているため、杖は描
かれていたが後から外枠に上塗りされてしまったの
かもしれない。注視すると右手から一筋の濃い茶色
の線が出ているようにも見えるが、これだけでは杖
を持っていると断言できない。手の形状も、杖を
持っているようではない。フッターはモーセの所作
について「左側で沈んでいくファラオを指差してい
る37」としているが、いずれにしろ下ではなく左と
いうからには、やはり本来横方向に展開していた画
面を縦に二分割した結果と見ているのだろう。次
に、モーセが海を振り返らずに人々に顔を向けてい
る点である。管見の限り、紅海を閉じる場面では
モーセは必ず半身を捩って海に杖を挿し、顔は海に
向けられている。人々を先導し、紅海に到着した、
もしくは紅海を渡っていると思われる作例でも、
モーセは前方に顔を向けていて、人々と対話してい
る様子はない。当写本のモーセが左手を挙げている
のは従来の「紅海渡渉」の図像に添っただけで、発
話のしるしではないと思われるが、両眼は明らかに
自らの先を行く群衆に向けられている。最後に、
モーセとイスラエル人との間に距離がある点であ

図 8　「紅海渡渉・溺れるエジプト軍」、《パリ詩篇》

図 9　  「紅海渡渉・溺れるエジプト軍」、ベルリン大学、
Abteilung fur christliche Archaologie und kirchliche 
Kunst, cod. 3807



66

WASEDA RILAS JOURNAL NO. 5

る。これまでの「紅海渡渉」の図像では人々とモー
セは一塊となって移動していて、モーセが群衆から
切り離されて描かれたことはなかった。以上 3点に
何らかの意味があるのか、それともないのか、現時
点では判断がつかないが今後も考慮していきたい。
　下段の紅海で溺れるエジプト軍の馬はすべて足先
を右に向けているが、これも元々水平方向に展開し
ていた画面を垂直方向に 2分割した結果と考えれ
ば納得できる。波は渦のように表現され、エジプト
軍の上にうっすらと青色が重なっていて、彼らが水
に浸ってしまっていることを示している。《パリ詩
篇》やベルリン 3807番ではエジプト人たちの身体
や戦車の海に浸かっている部分は波の下にあって見
えないように描かれている。当写本はラヴェンナの
アリオス派洗礼堂ドーム中央部をはじめとした「キ
リストの洗礼」図のように、川や海を垂直方向に切
断する視点が採られている。ビザンティン皇帝の出
で立ちで左端の馬に騎乗するファラオに、擬人化さ
れた紅海が摑みかかって沈めようとしている。この
擬人化された紅海の顔面を含めた上半身が剝落して
しまっているが、薄布を纏っているようである。そ
の足下には海底に這いつくばっている兵士がいる。
ファラオの馬の下に転がっている円い物体は兵士の
盾であろうか。画面右には 5、6人の騎馬兵士の一
団がいるが、彼らの背後には人数分以上の槍が見え
ているので、実際はもっと大人数の軍団を描いたつ
もりなのだろう。

類似する写本と今後の研究課題

　ヨハン・ティッカーネンはビザンティン詩篇写本
を挿絵の特徴や形式から余白詩篇と貴族詩篇の二種
に大別した38。余白詩篇とは本文の余白部分に小さ
な挿絵を伴うもので、《クルドフ詩篇》（モスクワ国
立歴史博物館 cod. gr. 129d、9世紀）39や《テオドロ
ス詩篇》（大英図書館 Add. 19. 352、1066年）40など
貴族詩篇より古いものが多く、9写本が現存する。
修道院工房での制作が想定されるため、修道院詩篇
とも呼ばれる。これに対して、《パリ詩篇》に代表
される貴族詩篇とは全頁大挿絵が挿入されたもの
で、特にダヴィデの生涯に関する挿絵を多く有す
る。金箔をふんだんに使うなど余白詩篇よりも豪華
な様相が目立つため、仮に貴族をパトロンと想定し
て貴族詩篇と呼ばれる。先述したように、こちらは
58写本が現存する。本稿で取り上げたバロッチ 15

番は貴族詩篇に属し、アンソニー・カトラーが著し
た貴族詩篇のカタログにも掲載されている41。「11
世紀が朗読用（年間を通じての）福音書抄本の時代
とすれば、12世紀は大型バイブルや典礼用詩篇の
全盛期42」とは辻佐保子の言であるが、余白詩篇に
比べて圧倒的に残存作例の多い貴族詩篇は、12世
紀ビザンティン美術を代表する一角を担っていると
云えるのではないだろうか。
　写本におけるテクストと挿絵の照応関係、つまり
挿絵が挿入される位置を写本の装飾プログラムと捉
えると、貴族詩篇は多少の異同があるとはいえ、概
ね「詩篇第 15篇、第 77篇、第 151篇、および各
頌歌にのみ43」挿絵が入る。当写本の場合、第 1篇
の直前にフロンスティスピースとしての「ダヴィデ
の肖像」が加わるが、第 15篇と第 77篇の全頁大
挿絵がなく、頌歌についても第一頌歌にのみ挿絵が
伴うだけで、極めて単純なプログラムであると云え
る。先述の通り羊皮紙の質が悪く顔料が裏写りして
いるような箇所があることからも、貴族詩篇として
第一級の作例ではないことは自明であるが、かと
いって挿絵やパスカル・テーブルの装飾は決して
劣っているとはいえない水準を呈している。このよ
うな写本は一体如何なる人物が注文し、如何なる工
房で制作されたのだろうか。その謎に迫る上で鍵と
なるであろう写本が、既に引いたヒュートン図書館
ギリシア語 3番である。この写本も、パスカル・
テーブルによりバロッチ 15番と同じ 1104/05年に
制作されたことが判明している。ビザンティンの写
本において、同じ年に制作された同一ジャンルの写
本が現存する例は極めて稀である。また、2写本は
制作年だけでなく、装飾プログラムや挿絵の様式ま
で酷似している。これまで 2写本が同一工房で制作
された可能性が検討されたことはなかったが、充分
考察する意義のあるものと考えられる。さらに、ベ
ルリン 3807番とアトス山、ディオニシウ修道院 65
番も、それぞれ正確な年代は定かでないものの、挿
絵の様式的に 12世紀の作とされており、装飾プロ
グラムや挿絵の様式が 2写本と類似する。これら 4
写本を詳細に比較検討し、図像の細かな差異やクワ
イアの構成などの美術史学的・写本学的分析を通じ
て注文主や制作工房について考察することは、貴族
詩篇の研究全体にとって重要であると思われる。と
いうのも、カトラーが 1981年に上梓したカタログ
以降、個別の作例について論じた研究を除き、貴族
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詩篇の包括的な研究は殆ど進んでいないためであ
る。カトラーはカタログ編に続いて研究編を出版す
る予定であったのだが、現在未出版のままであり、
今後も出版される兆しがない。最古作例である《パ
リ詩篇》についてはヴァイツマン44やブフタル45な
どの碩学をはじめとして幾人もの研究者が長年様々
な議論を行ってきたものの、目立った成果が得られ
なかった。したがって、《パリ詩篇》以外の作例に
着目することが、今後の貴族詩篇研究を進展させる
上で重要と考えられる。バロッチ 15番およびこれ
に類似する 3写本は、この目的を達成する上で適切
な写本群と考えられる。

おわりに

　以上、実見調査時の所見を交えつつ、バロッチ
15番の挿絵について詳細な記述を行った。フロン
ティスピースの「ダヴィデの肖像」はダヴィデが献
呈者像として機能していると考えられる、貴族詩篇
における唯一の作例である。また、「紅海渡渉」は
モーセとイスラエル人の間に不自然な空間が開いて
おり、従来の「紅海渡渉」の図像に当てはまらない
特異な点であると云える。装飾プログラムは極めて
単純で、羊皮紙の質も決して最良とは云えない当写
本であるが、図像学的に興味深い挿絵を有してい
る。制作年が同じであるヒュートン図書館ギリシア
語 3番をはじめとして、当写本に類似する 3写本
と併せて検討していきたい。
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⒀　Cutler (1981), 257.
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片である。したがって、これらを除いた 54写本が実際の
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⒄　《テオファニス福音書》の基本的な情報については櫻井
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⒆　このため、当初はギリシア語圏において後代に創作さ
れた外典的な章と考えられていたが、後に該当箇所の前
半部が死海文書 11QPsa（11Q5）に存在すると判明した。
つまり、少なくとも詩篇 151篇前半部はなんらかの理由
でマソラ本文には継承されず、ギリシア語圏のみに伝わっ
た比較的古いテクストと思われる。後半部については定
かではない。しかし、未だに詩篇 151篇はギリシア語圏
で創作された外典的テクストであって、死海文書に登場
するヘブライ語版はギリシア語版のヴァリエーションで
しかないという見解も根強い。J. A. Sanders, ‘Ps. 151 in 
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